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Article 9 

北方領土のロシア人住民のいま ベラルーシ出身の監督が生

の声を記録 

聞き手・佐藤達弥2022年2月13日 10時00分 

 

 2月7日は「」でした。北方四島の帰属をめぐって日本とロシアの溝が埋まらないなか、国後島の島民

の様々な声を紹介するドキュメンタリー映画「クナシリ」が、日本で公開されています。この映画を撮った

ベラルーシ出身のウラジーミル・コズロフ監督（65）=フランス在住=に、日本人でもロシア人でもない北

方領土の日立場から島民の思いをどうとらえているのか、オンライン取材で聞きました。 

 

映画「クナシリ」のあらすじ 

 日本政府が国民に渡航自粛を要請している北方四島。このうち、北海道の北東16キロにある国後島にカメ

ラが入り、住民たちの声を集めた。島から退去させられる日本人を少年時代に目撃したという高齢男性、貧し

さからトイレもない家に暮らす女性など、様々な人が領土問題への考えや生活への不満を口々に語る。勇まし

い軍事パレードや戦勝記念塔とともに寂れた町並みやゴミ山も映し出され、愛国心があおられる一方で暮らし

は上向かない現実も示している。2020年の仏クレルモンフェラン市のドキュメンタリー映画祭でグランプリを受賞し

た。 

 

 日本政府が国民に渡航自粛を要請している北方四島。このうち、北海道の北東16キロにある国

後島にカメラが入り、住民たちの声を集めた。島から退去させられる日本人を少年時代に目撃したと

いう高齢男性、貧しさからトイレもない家に暮らす女性など、様々な人が領土問題への考えや生活へ

の不満を口々に語る。勇ましい軍事パレードや戦勝記念塔とともに寂れた町並みやゴミ山も映し出さ

れ、愛国心があおられる一方で暮らしは上向かない現実も示している。2020年の仏クレルモンフェラン

市のドキュメンタリー映画祭でグランプリを受賞した。 

 ――なぜ、北方領土に関する作品を撮ろうと思ったのですか？ 

https://www.asahi.com/topics/word/北方領土.html
https://www.asahi.com/topics/word/国後島.html
https://www.asahi.com/topics/word/シネマニア・サロン.html
https://www.asahi.com/topics/word/ベラルーシ.html
https://www.asahi.com/topics/word/フランス.html
https://www.asahi.com/topics/word/北方領土の日.html
https://www.asahi.com/topics/word/北方領土の日.html
https://www.asahi.com/topics/word/領土問題.html
https://www.asahi.com/topics/word/愛国心.html
https://www.asahi.com/topics/word/北方領土.html


 「もともと、『世界の果て』といわれるような地域に興味がありました。映画を作るきっかけは、国後島

を訪れたことがある友人から、島のあちこちに日本の陶器や工芸品の破片が埋まっているという話を聞

いたことです。そこから、消え去った日本の文化やクリル（北方四島）の帰属問題そのものに関心を

持つようになり、まずは13年、登場してくれる人や撮影場所を探すために国後島を訪れました。その後

、5年間かけて予算を確保し、18年5～6月に4週間、島に滞在して映画を撮影しました」 

 ――映画には、地面を掘って日本統治時代の食器や建物跡を探す「アマチュア考古学者」といわ

れる高齢男性たちが登場します。彼らは日本との関係改善に「住民の多くが期待している」と言い、

戦後に島から退去させられる日本人を目撃したという男性は「日本人と共存すればいい。彼らが来れ

ば雇用が生まれる」と語ります。一方、地元の船会社で働く男性は「島を返還する理由などない」と

否定的です。どれが平均的な島民の意見なのでしょうか？ 

かつては「日本に引き渡すべきだ」との声も 

 「島の人たちの意見は立場によって異なり、13年と18年でも違います。国境警備隊や軍の将校、

行政機関の職員など、比較的高い給料をもらっている人たちは現状に満足していて、島を日本に引き

渡すなどもってのほかでしょう」 

 「一方で、映画に登場したアマチュア考古学者たちのように、暮らし向きが裕福ではなく、体制に批

判的な考えを持つ人たちもいます。たとえば、映画に出てくる島民の一人は年金額が月1万5千ルーブ

ル（約2万3千円）、船の船長だったもう一人は2万7千ルーブル（約4万1千円）しかありません。歯

の治療で義歯を作るのにも、銀行からお金を借りなければならないといいます」 

 「彼らは日本を数段進歩した文明的な国とみていて、13年の段階では日本に島を引き渡すべきだ

という考えでした。当時、私が会った島民の中には、『ドイツにカリーニングラード（旧ドイツ領で、第2次

世界大戦を経てソ連の都市となった）を引き渡す必要があるように、クリルも日本のものだから日本に

引き渡すべきだ』と言っていた人もいます」 

https://www.asahi.com/topics/word/日本統治時代.html
https://www.asahi.com/topics/word/考古学者.html
https://www.asahi.com/topics/word/考古学.html
https://www.asahi.com/topics/word/ドイツ.html


 「ただ、映画を撮影した18年には、島民たちは『日本人と共同で島を開発することには賛成だ』とい

う言い方に変わっていました。いま、プーチン大統領が（日本に対して）提案している内容と同じです。

島を引き渡すべきだと言う人はもはやいませんでした」 

 ――島の人たちの考え方はどうして変わったのでしょうか？ 

 「13年の時点では、島のインターネット環境は十分ではありませんでした。（通信速度が遅いため）

画像ファイルを開くのも難しいくらいだった。インターネットがなければ、（情報を得る手段は）国営テレ

ビのチャンネルくらいしかありません。国営テレビを通じて政府のプロパガンダに接し、島民たちの考え方

が変わったのかもしれない。また、いまのロシアでは自由な言論が締めつけられていて、本当のことを話

すのは難しいと思います」 

彼らにとっても、島はふるさと 

 ――島民の意見が変わった理由については、「ロシア政府による島の開発が進み、日本を頼りにし

なくても良くなったから」という指摘もあります。島民の意見が返還に対して後ろ向きになっているとすれ

ば、領土問題の解決策というのはあるのでしょうか？ 

 「ロシアは（20年7月に）憲法を改正して、領土の割譲禁止を盛り込みました。憲法がもう一度変

わらない限り、解決は難しいのではないでしょうか」 

 「また、島民たちが私にこう語ったことがあります。『島の人間はここにしか住めない。清潔な空気や太

古のままの森があるからだ。文明に汚染されたロシア本土に移り住んだ人たちは、数年後に死んだ』。

クリルで生まれたロシア人は、すでに3世代にもなっており、彼らにとって島はふるさとです。このことが問

題をさらに難しくしていると思います。島が日本に引き渡されたら、かつての日本人のように自分たちも

追い出されるのではないか、と恐れている島民もいます」 

 ――映画には領土問題について様々な意見をもつ島民が出てきますが、どのように登場人物を選

んだのでしょうか？ 

https://www.asahi.com/topics/word/ウラジーミル・プーチン.html
https://www.asahi.com/topics/word/憲法.html


 「13年に島を訪れた際、地元の役所を訪れ、映画に登場してくれそうな人を30人ほど挙げてもらい

ました。その人たちに会ったうえで、両極端の意見を持つ人たちを登場人物に選びました」 

 ――国後島では国境警備隊や連邦保安局（FSB。ソ連国家保安委員会=KGBの流れをくむ

組織）の許可を取ったうえで撮影したとのことですが、当局からの妨害などはなかったのでしょうか？ 

 「妨害はありませんでしたが、国境警備基地の長だという男性から、『あなたはどうして反ロシア的な

映画を撮るのか』と声をかけられたことはあります。『反ロシアの映画を作るつもりはなく、国後島の真

実を取材しているだけです』と言って切り抜けましたが」 

「日本側の考え知りたい」 続編を計画 

 ――日本人が北方四島を訪れる方法としては、日ロ両国の合意に基づいて旅券や査証（ビザ）

なしで訪問する「ビザなし交流」があります。島を訪れた日本人に取材する機会はありましたか？ 

 「札幌の大学から鳥類学者と学生の一行が国後島にやってきたことがありました。彼らの島での活

動についていって取材したかったのですが、会議の場面を除いて、当局から取材を許されませんでした。

それ以外、私の滞在中に日本人の訪問はありませんでした。日本側がこの問題をどう考えているのか

を知りたいので、今度は北海道などで取材し、続編を作りたいと思っています」 

 ――この問題になぜそれほど引きつけられるのでしょうか？ 

 「私は戦後、島から退去させられた日本人にシンパシーを感じています。私自身もふるさとのベラルー

シに戻りたいのですが、いまのベラルーシは何かおかしなことを言えば、刑務所に入れられかねない国で

す。私にとって祖国に帰れないのはつらく、同様に島に戻ることができないでいる日本人の気持ちもわ

かるつもりです。いまはコロナ禍で日本への入国制限がありますが、解除されればすぐにでも訪日したい

と思っています」 

     ◇ 

https://www.asahi.com/topics/word/連邦保安局.html
https://www.asahi.com/topics/word/国家保安委員会.html


 Vladimir Kozlov 1956年、旧ソ連の白ロシア共和国（現ベラルーシ）生まれ。モスクワの大学

で助監督の資格を得た後、第2次世界大戦の独ソ戦の悲惨さを描いたソ連映画「炎628」などの制

作に関わる。ソ連崩壊後の92年、フランスに移住。劇場の舞台監督や俳優として活動した後、2002

年から独立し、ドキュメンタリー映画の監督として活動している。「クナシリ」に関する詳しい情報は公式

サイト（https://kounachir-movie.com/ ）。 

 ＜北方領土の日＞ 1855（安政元）年2月7日に、日露通好条約が調印されたことにちなむ。

この条約により、択捉島とその北側のウルップ島の間に両国の国境線が定められた。1981年、日本

政府が北方領土の返還運動を盛り上げるため、閣議了解で2月7日を「北方領土の日」と定めた。

（聞き手・佐藤達弥） 

国後島

で、さび付いた砲塔のそばに立つウラジーミル・コズロフ監督=本人提供 

https://www.asahi.com/topics/word/旧ソ連.html
https://kounachir-movie.com/
https://www.asahi.com/topics/word/国境線.html
https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20220212001368.html


国後島

の海辺での映画「クナシリ」の撮影風景=ウラジーミル・コズロフ監督提供 

https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20220212001364.html


国後島

での映画「クナシリ」の撮影風景。住民の女性が取材に応じている=ウラジーミル・コズロフ監督

提供 

オンライ

ンで取材に応じるウラジーミル・コズロフ監督=2022年1月16日、佐藤達弥撮影 

https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20220212001366.html
https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20220212001362.html


国後島

にある「ゴミを捨てるな！ カメラで監視中」と大書されたフェンス=ウラジーミル・コズロフ監督提

供 
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